















TOEFL 及び TOEIC スコアとの相関関係を分析し、その結果を今後の授業計画に活かしていく

















　そこで、2015年度秋学期に短期大学部において担当した英語必修科目 3 クラス（Integrated 


















て使用されている」の英訳においては、“TENJI is used by many people.”とした学生が多く、










2 ． 2 　中学英語力の測定方法
　2015年度秋学期に短期大学部において担当した英語必修科目（Integrated English, TOEIC
演習） 1 年生 3 クラスの学生を対象に、中学英語の習得状況を調べるため、テストを実施した。






















文法項目 正答者数 総受験者数 正答率
⑴ 〈間接疑問文〉 31 68 46
⑵ 〈後置修飾〉 34 68 50
⑶ 〈比較表現〉 36 68 53
⑷ 〈一般動詞（過去形）〉 41 68 60
⑸ 〈疑問詞〉 44 68 65
⑹ 〈冠詞〉 45 68 66
⑺ 〈現在完了形〉 48 68 71
⑻ 〈関係代名詞〉 49 68 72
⑼ 〈不定詞〉 50 68 74
⑽ 〈動名詞〉 51 68 75
⑽ 〈受身〉 51 68 75
⑾ 〈直接目的語と間接目的語〉 53 68 78
⑿ 〈接続詞〉 54 68 79
⒀ 〈未来表現〉 55 68 81
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文法項目 正答者数 総受験者数 正答率
⒁ 〈進行形〉 58 68 85
⒂ 〈助動詞〉 61 68 90
⒃ 〈一般動詞（現在形）〉 62 68 91
⒄ 〈代名詞〉 65 68 96
⒅ 〈形容詞・副詞〉 66 68 97
⒅ 〈be 動詞（現在形、過去形）〉 66 68 97
平均 51 68 75




ろが分らない」を英訳する問題で、“I don’t know what do you mean.”とした学生が 5 名いた。
間接疑問文では、語順が平常文に戻るこという基本的なルールを理解していない学生が多いこ





“This is a picture took seventy years ago.”とした学生が 7 名いた。また、「これは私がアメリ
カで買った本です」を英訳する問題も、34％の学生が関係代名詞の目的格で後ろから修飾する







を英訳する問題において、最も多かった誤答は、“the strongest in all monsters”で 4 名（ 6 ％）、
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次いで“strongest all of monsters”が 2 名（ 3 ％）、さらに“the strongest than all monsters”
が 1 名（ 1 ％）であった。






題において、“Did you studied English yesterday?”とした学生が 4 名（ 6 ％）、“Do you studied 
English yesterday?”とした学生が 1 名（ 1 ％）、“Do you study English yesterday?”とした




正答率65％であった。「あなたは CD を何枚持っていますか」を英訳する問題において、How 
many のあとの名詞を複数形にせず、単数形のままにしていた学生が 6 名（約 9 ％）、語順を
間違って、“How many do you have CDs?”とした学生が 2 名（約 3 ％）いた。また、「これ
は誰の鞄ですか」という日本文を、“Whose is this bag?”とした学生が 5 名（約 7 ％）と多く
見られた。また、“Who is this bag?”とした学生が 3 名（ 4 ％）、“Whose this bag?”とした
学生が 2 名（ 3 ％）いた。
⑹　「冠詞」
　 6 番目に正答率が低かった項目は、「冠詞」で、正答率は64％であった。「私は大学生です」
の英訳で“I am college student.”として、冠詞をつけない学生が44％、「私は 5 年前中学生で
した」の英訳において、“I was junior high school student five years ago.”として、冠詞を付
けない学生が47％と半数近くにのぼり、可算名詞にaを付けるという基本事項が身についてい
ないことが明らかになった。また、「それは一匹の動物です」の英訳問題においては、“a 
animal”とした学生が 9 名（13％）、“an animals”が 1 名（ 1 ％）、“a one animal”が 1 名
（ 1 ％）おり、“an”の正しい用法が身についていない学生が16％もいることがわかった。さら
に、「私はギターを弾きます」を英訳する問題において、“a guitar”とした学生が 7 名（10％）、
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冠詞を付けなかった学生が10名（15％）おり、楽器の前には慣用的に the を付けることを理解
していない学生が26％もいることが判明した。
2 ． 3 ． 3 　正答率70％以上80％未満の文法項目
　正答率70％以上80％未満の文法項目が、 7 項目あった。これらの 7 項目を、正答率の低い順
に詳細に検証する。
⑺　「現在完了形」
　 7 番目に正答率が低かったのは、「現在完了形」で、71％であった。「彼女は日本に 5 年間住　
んでいる」を英訳する問題において、“She has been lived in Japan for five years.”とした学
生が12名（18％）いた。また、「あなたはアメリカに行ったことがありますか」の英訳におい
て、“Have you ever went to America?”とした学生が 2 名（ 3 ％）いた。さらに、「あなたは





科学者です」を英訳する問題において、“Tom is the scientist who writes this book.”として、
関係代名詞の中の時制を過去形にせず現在形にした学生が 7 名（10％）いた。これは関係代名
詞節を正確に英訳できていないとみなし、関係代名詞の項目のミスとみなすことにした。また、
「これは我々を幸せにする映画です」の英訳において“This is a movie which make us 
happy.”として主格の関係代名詞節においても三人称単数現在のsは必要であるとの基本が身
についていない学生が 9 名（13％）いた。さらに、「これは彼女が昨年書いた本です」の英訳
において、“This is a book that written by her last year.”とした学生が 3 名（ 4 ％）、“This 
is a book that（which） is written by her last year.”とした学生が 3 名（ 4 ％）いた。
⑼　「不定詞」
　 9 番目に正答率が低かった項目は、「不定詞」で、正答率は74％であった。「私にはすべき仕
事がたくさんある」を英訳する問題において、“I have to a lot of work.”とした学生が 3 名
（ 4 ％）、“a lot of work have to do”とした学生が 2 名（ 3 ％）いた。また、「私はうちわの使
い方を知っている」の英訳において、“I know that how to use a fan.”、“I know how to use 
of a fan.”とした学生がそれぞれ 1 名いた。さらに、「私が日本語を理解することはむずかし
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い」を英訳する問題において、“I am difficult to understand”とした学生が 2 名（ 3 ％）、“I 
difficult to understand”とした学生が 2 名（ 3 ％）いた。
⑽　「動名詞」と「受身」
　10番目に正答率が低かった項目は、「動名詞」と「受身」で、正答率は75％であった。まず、
「動名詞」において、「私はこの詩を書き終えた」を英訳する問題において、“I have finished 
to write this poem.”とした学生が 4 名（ 6 ％）、“I have finished write this poem.”とした学
生が 2 名（ 3 ％）いた。“finish”という動詞は目的語に動名詞をとる動詞であることを理解し
ていない学生が 6 名（ 9 ％）と、 1 割近くもいることがわかる。さらに、「クリスマスソング
を歌うことは楽しい」を英訳する問題において、“It’s fun singing a Christmas song.”とした
学生が 2 名（ 3 ％）いた。次に「受身」項目の「点字は多くの人々によって使用されている」
を英訳する問題において、“is used for”として、by としなかった学生が 3 名（ 4 ％）、“were




下さい」の英訳において、“Can I show your passport?”とした学生が 2 名（ 3 ％）、“Please 
watch me your passport.”とした学生が 1 名（ 1 ％）、“Please look me your passport.”とし




am against the plan. Because we need our parks.”等とピリオドで区切り、Because で文章を
始めて、Because 以下が、節となり、文章になっていないものが、19件（28％）あった。句、
節、文の違いを理解していないことが、誤りの原因と思われる。
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を訪れる予定である」を英訳する問題において、未来を表す副詞である「明日」を訳さなかっ
た学生が10名（15％）、“in tomorrow”が 1 名（ 1 ％）いた。また、「私はあなたに明日彼女
の写真をみせてあげよう」を英訳する問題において、“I show you her picture tomorrow.”と
して、“will”をつけなかった学生が 1 名（ 1 ％）いた。
⒁　「進行形」
　14番目に正答率が低かった項目は「進行形」で、正答率85％であった。「彼は今何をしいま
すか」という日本文を英文に直す問題において、“What does he doing?”とした学生が 4 名
（ 6 ％）、“What he doing?”として、is を記載しなかった学生が 3 名（ 4 ％）、“What he is 
doing now?”として、疑問文の語順にしなかった学生が 1 名（ 1 ％）、“Does he doing now?”
とした学生が 1 名（ 1 ％）いた。加えて、“Is he doing now?”として疑問詞を記載しなかっ
た学生が 4 名（ 6 ％）いた。また、「彼は泳いでいるところです」を英訳する問題において、
“He swimming”として is を記載しなかった学生が 2 名（ 3 ％）いた。「私はそのとき 1 冊の
本を読んでいるところだった」を英訳する問題において、「そのとき」という表現を記載しな
かった学生または、誤った学生が 8 名（12％）、“I just read a book”とし、単純過去にして
進行形にしなかった学生が 2 名（ 3 ％）、“I was read a book”とした学生が 1 名（ 1 ％）、“I 
am reading a book”とし、現在進行形にしてしまった学生が 1 名（ 1 ％）、“I reading a 
book”とし、am を記載しなかった学生が 1 名（ 1 ％）いた。
⒂　「助動詞」
　15番目に正答率が低かった項目は、「助動詞」である。正答率は90％であった。特に「あな
たは食べ過ぎてはいけない」を英訳する問題において、“You don’t have to eat.”とした学生
が 9 名（13％）いた。have to＝「～しなければならない」を否定すると、「～する必要はない」
という意味になり、この日本文の意味にはならないことを理解していない学生が 1 割以上もい
ることが分った。これと類似した誤りであるが、“haven’t to eat”とした学生が 3 名（ 4 ％）
いたことを考えると、合計で18％という 2 割近い学生が、禁止の意味の助動詞を正しく使いこ








文を英文に直す問題において、“Mary don’t speak Japanese.”とした学生が 7 名（10％）、ま




ては、「彼は私たちの先生です」を英訳する問題において、“He is an our teacher.”とした学
生が 3 名（ 4 ％）、“He is a our teacher.”とした学生が 1 名（ 1 ％）、“He is a my teacher.”
とした学生が 1 名（ 1 ％）おり、合計 5 名（ 7 ％）が所有格の代名詞の前に数詞（冠詞）をつ
けてしまっている。また、「その鉛筆は私のものです」を英訳する問題において、“The pencil 
is myself.”とした学生が 1 名（ 1 ％）いた。「あなたは彼を知っていますか」を英訳する問題





いて、“English is interested.”とした学生が 1 名（ 1 ％）おり、物が主語の場合 interesting、
人が主語の場合 interested となるという区別が出来ない学生がいることが分った。また、「私
は一生懸命に勉強する」を英訳する問題において、“I am hard study.”とした学生が 2 名
（ 3 ％）、“I hard to study English”とした学生が 1 名、“I study do my best”とした学生が 1
名（ 1 ％）おり、一般動詞の使用法が理解できていない学生と「一生懸命に」と言う副詞が英
訳できない学生がいることが分った。「be 動詞（現在形・過去形）」の項目において、「私は 5
年前中学生でした」を英訳する問題において、“before five years ago”とした学生が 2 名
（ 3 ％）、“before five years”とした学生が 3 名（ 4 ％）、“in five years ago”が 2 名（ 3 ％）、
“for five years ago”が 1 名（ 1 ％）、“for five years”が 1 名（ 1 ％）、“when five years ago”
が 1 名（ 1 ％）おり、「 5 年前」という過去を表す副詞を正確に英文に出来ない学生が合計で
10名（15％）いた。また、“I were”が 1 名（ 1 ％）“I am”が 2 名（ 3 ％）で合計 3 名（ 4 ％）
が、過去形の be 動詞を正しく使えなかった。


















英単語を知らない学生が66名（97％）で、正しく書けた学生はわずかに 2 名（ 3 ％）であっ




に with をつけていない学生が35名（51％）と半数以上もいた。さらには、“I against the 
plan”として、be 動詞 am を書き落としている学生が 7 名（10％）いた。「～に反対する」
という英語表現を正確に英訳できない学生が多いことが明らかとなった。
⑸ 　「私は明日琵琶湖を訪れる予定である」を英訳する問題において、“visit”が他動詞だとい
うことを理解していない学生が12名（18％）見られた。visit to とした学生が 9 名、visit in
とした学生が 2 名、visit of とした学生が 1 名いたのである。visit という基本的な単語を正
しく使えない学生が20％いることが判明した。また、「私はあなたに明日彼女の写真をみせ
てあげよう」を英訳する問題において、「見せる」を“I will see her pictures”として、正





over” 3 名（ 4 ％）が挙げられる。




⑴ 　「私にはすべき仕事がたくさんある」を英訳する問題において、a lot of works, many 




⑵ 　「私はゲームをするためにコンピュータを使う」を英訳する問題において、“I use to com-








3 ．中学英語総合力と TOEFL スコアとの相関分析
　次に、中学英語総合力と2015年12月実施の必修 TOEFL スコアとの相関関係について分析す
る。中学英語力テストの得点によって 8 割以上、 7 割以上 8 割未満、 6 割以上 7 割未満、 5 割
以上 6 割未満、 5 割未満の 5 つの階層に分け、それぞれの層での中学英語力テスト平均点と
TOEFL トータルスコアの平均点、セクション毎の平均点、及び伸長度（ 4 月実施の必修
TOEFL との差）の平均との階層別相関関係を検証する。その結果を一覧表に取りまとめたも
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のが、「表 2 ：中学英語総合力階層別 TOEFL スコアと伸長度合」及び「表 3 ：中学英語総合
力と TOEFL スコアとの相関関係（階層別）」である。














8 割以上 42 469 45 51 49 54
7 割以上 8 割未満 36 438 46 44 36 27
6 割以上 7 割未満 32 437 42 42 41 28
5 割以上 6 割未満 27 420 43 39 49 12
5 割未満 20 419 42 38 37 15










相関係数 0.9075986 0.75732805 0.93285229 0.32522358 0.86838304
標本数n 5 5 5 5 5
t値 3.744309 2.0008669 4.48495 0.595687 6.116375
自由度 3 3 3 3 3
p値 0.033245958 0.13920898 0.02067569 0.59333261 0.00878412
p＜0.05 p＞0.05 p＜0.05 p＞0.05 p＜0.05





3 ． 2 　中学英語総合力と TOEFL セクション 1スコアとの相関関係
　中学英語総合力と TOEFL セクション 1 スコアとの相関関係をピアソン相関係数で検証する
と、相関係数0.76と比較的高い相関関係が見られる。但し、有意水準 5 ％で、p値＝0.1392＞




3 ． 3 　中学英語総合力と TOEFL セクション 2スコアとの相関関係
　中学英語総合力と TOEFL セクション 2 スコアとの相関関係をピアソン相関係数で検証する
と、相関係数0.93と高い相関関係が見られる。有意水準 5 ％で、p値＝0.02067＜0.05となり、
有意である。セクション 2 は、Structure and Written Expression で文法問題が中心である。
ここでは中学英語総合力が高い学生が、TOEFL セクション 2 においても、高いスコアを獲得
できることが明らかとなった。
3 ． 4 　中学英語総合力と TOEFL セクション 3スコアとの相関関係
　中学英語総合力と TOEFL セクション 3 スコアとの相関関係をピアソン相関係数で検証する
と、相関係数0.33と高い相関関係は見られない。セクション 3 は、Reading 問題であるが、こ
こでは中学英語総合力との有意な相関関係は確認できなかった。





3 ． 6 　まとめ
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4 ．中学英語総合力と TOEIC スコアとの相関分析
　中学英語総合力と TOEIC（IP）スコアとの相関関係について検証する。TOEIC は、11月の
学内 TOEIC を受験した31名を分析対象とした。TOEFL の場合と同様に、中学英語総合力テ
ストの得点によって 8 割以上、 7 割以上 8 割未満、 6 割以上 7 割未満、 5 割以上 6 割未満、 5
割未満の 5 つの階層に分け、それぞれの層での中学英語総合力テスト平均点と TOEIC トータ
ルスコアの平均点、リーディングセクションの平均点との階層別相関関係を検証する。その結
果を一覧表にまとめたものが、「表 4 ：中学英語総合力階層別 TOEIC スコア」及び「表 5 ：
中学英語総合力と TOEIC スコアとの相関関係（階層別）」である。
表 4　中学英語総合力階層別 TOEIC スコア
中学英語力テスト総合力得点層 中学文法 TOEIC 総合 Listening Reading
8 割以上　　　　 43 493 278 216
7 割以上 8 割未満 37 470 282 188
6 割以上 7 割未満 32 472 267 205
5 割以上 6 割未満 27 397 239 158
5 割未満　　　　 19 395 245 150
表 5　中学英語総合力と TOEIC スコアとの相関関係（階層別）
TOEIC 総合 Listening Reading
相関係数 0.9031220 0.842036 0.8850120
標本数n 5 5 5
t値 3.643050 2.7037300 3.292512
自由度 3 3 3
p値 0.03566544 0.073553432 0.04599115
p＜0.05 p＞0.05, p＜0.10 p＜0.05











Part 5 短答穴埋め問題、Part6 長文穴埋め問題及び Part7 読解問題の 3 つのパートからなり、
パート 5 及び 6 では文法力と語彙力が試される。ここでも、基本的な文法力及び語彙力が非常
に重要となり、とりわけ中学英語総合力が高い学生は、高得点をマークすることが可能となる
ことがこの相関関係からも明白である。





































Canal & Swain（1980）によって、文法的能力（grammatical competence）、談話能力（dis-






　金谷他（2015）は、独自テスト Billy’s Test により、中学生の名詞把握力を測っている。そ
れによると、「卒業時の名詞句理解度は30％ほどである」（p.145）という。そして、中学で習っ
たことは、卒業時点では定着していることはあまりないと結論付ける。今回の短期大学部生対
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短期大学部生の中学英語力及びそれと TOEFL・TOEIC スコアとの相関関係に関わる分析 
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